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中期経営計画策定のお知らせ 

 

 当社コカ・コーラウエストホールディングス株式会社は、本年 7 月にコカ・コーラ 

ウエストジャパン株式会社と近畿コカ・コーラボトリング株式会社の経営統合により新たに 

スタートを切りました。現在は統合以前から推進している中期経営計画をもとに活動を   

進めておりますが、次期（平成 19 年 12 月期）を初年度とするコカ・コーラウエスト 

グループの新中期経営計画を策定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．名  称            

 

２．計画期間    平成 19 年 12 月期から平成 21 年 12 月期の 3ヵ年 

 

３．ビジョン    社員と会社の強い信頼関係のもと、お客さま基点への変革を進め、世界

のリーディングボトラーになることを目指します。 

 

４．経営目標の考え方 

    平成 19 年から平成 21 年の 3 ヵ年累計のマーケット成長率は＋4％と見込んでいます。

飲料業界は成熟市場であり、今後も競争は激化することが予想されますが、当社は市場

の伸び以上の成長、確固たる収益基盤の確立を行い、シェアを向上させます。 



５．経営目標 

平成 21 年 12 月期（連結） 

   ・販売函数           2 億ケース 

・売上高               4,400 億円 

   ・営業利益            250 億円 

  ・売上高営業利益率      5％ 以上 

   ・ＲＯＡ（総資産営業利益率）      8％ 以上 

   ・ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）    5％ 以上 

   ・ＥＰ（エコノミックプロフィット）  40 億円以上 

   ・ＦＣＦ（フリーキャッシュ・フロー）120 億円以上 

 

６．戦略 

（１）ザコカ・コーラカンパニー（ＴＣＣＣ）／日本コカ・コーラ株式会社（ＣＣＪＣ）と

の戦略的パートナーシップ強化による新たなボトラーへの進化 

（２）競合を上回る｢お客さま基点｣活動によるセールス・収益の拡大 

（３）経営統合を活かした機能強化、効率化 

（４）人材・組織の能力基盤強化 
 

＜参考＞中期経営計画の全体像 

 

 
 

以上 


